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7.2  仮想回転とオイラーパラメータの変分およびオイラー角の変分 

  仮想回転とオイラーパラメータの変分の関係は、角速度とオイラーパラメー

タの時間微分の関係と対応する。したがって角速度を仮想回転に、オイラーパ

ラメータの時間微分をオイラーパラメータの変分におきかえることにより形式

的に求められる。まず式(6.57)、式(6.59)に対応して 
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が求められる。同様に式(6.53)、(6.55)に対応して 
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が求められる。さらに式(6.54)、(6.56)に対応して 
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が求められる。 

 

 仮想回転とオイラー角の変分の関係は式(5.52b)、式(5.55)に対応して 
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と書ける。ただし ,E EG G は式(5.53)、式(5.56)により与えられている。 

 タイト・ブライヤン角の変分に関しては、式(5.57)に対応して式(5.58)の

TG  を用いて 
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と書ける。 

ブライヤント角の変分に関しては式(5.60)に対応して式(5.61)の BG  を用

いて 
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と書ける。 

 

 

 

[付] 他の章の式 
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